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輸血部からのお願いその1

輸血製剤の廃棄を減らすことにご協力下さい
　輸血部ニュース No.25 でもご紹介しま

したが、本院では輸血製剤の廃棄により

年間 200 万円強の損失を出しています。

廃棄を回避するために輸血部では以下の

ことを行っています。先生方のご理解と

ご協力をお願いします。

1） 輸血製剤の回収作業

　輸血部より一旦出庫した製剤を翌日（休

日を挟む場合にはその次の日）に、輸血

部技師が回収に回ります。各病棟（輸血

機会が極端に少ない一部は除く）には、

輸血製剤を保存するための冷蔵庫、冷凍

庫が指定されています。回収作業をスム

ースに行うためにも、輸血製剤は使用す

るまで必ず指定場所に保存しておいて下

さい。

　もし回収日に使

用する予定がある

場合には、製剤に

その旨を記載した

メモ等を貼付して

おいて頂ければ回

収いたしません。

是非お願いいたし

ます。

　この制度を開始してから本院の輸血製

剤の廃棄量は急速に減少しました。臨床

の先生方の中には『せっかく持って来た

のに、すぐ持って帰る』と快く思わない

方もいらっしゃるようですが、ご理解と

ご協力をお願いいたします。

2） 廃棄・転用依頼の記載

　廃棄になった理由を調べ運用上の改善

を図る目的で、廃棄となった全輸血製剤

と特殊血（LPRC、PC）の転用に対し、

廃棄・転用依頼書の記載をお願いしてい

ます。特殊血は有効期間が短い上、価格

も高いため、製剤の有効利用の立場から、

使用しなかった場合他の患者への転用を

行っています。転用依頼書はその根拠と

なる大切な書類ですので、必ず記載して

頂くようお願いいたします。
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　ちなみに 9 月の転用数は、PC10 単位 3

本、5 単位 1 本、LPRC2 単位 1 本。10

月は PC10 単位 7 本、LPRC2 単位 1 本で

した。この 2 ヶ月間で約 80 万円の損失

を回避したことになります。

輸血部からのおねがい2

白血球除去フィルターの取り扱いについて
1.フィルターの包装ビニールに患

者名を記載する件

　輸血部は、現在輸血血液製剤の白血球

除去フィルターを一括管理しています。

白血球除去フィルターは薬価収載されて

います。つまり薬品と同じ管理が必要で

す。（主に LPRC、FFP 使用に用いるセ

ットは『輸血セット』で、白血球除去能

はなく、消耗品扱いとなり保険請求でき

ません。）

　輸血部が、ある患者用に出庫したフィ

ルターが、その患者に使用されたかどう

か把握する目的で、フィルターの包装ビ

ニールに使用予定患者の名前を出庫時に

マジックペンで明記しています。患者に

輸血を施行する場合には、その名前が明

記されているフィルターを使用して下さ

い。

また休日、時

間外の場合に

は、フィルタ

ーを出庫した医師がその名前を包装ビニ

ールに明記して下さるようお願いいたし

ます。

2. 白血球除去フィルターの使用に

ついて

　輸血用血液を受け取りに輸血部にいら

っしゃる医師が患者の主治医でない場合、

白血球除去フィルターの使用適応が分か

らないことがよく起きています。そのた

め白血球除去フィルターを使用すべき患

者の輸血にも、使用されないケースが生

じることがあります。

　白血球が混入した血液製剤の輸血のリ

スクを考慮し、特別な場合を除き全ての

輸血血液製剤に白血球除去を行うか白血

球除去フィルターの使用をすることが望

ましいと考えます。しかし日本では保険

請求上の問題もありこの方針がなかなか

《この記事に関する要約》

・本院は年間 200万円輸血製剤で損失

・輸血製剤（PC は除く）は使用するま

で、指定冷蔵・冷凍庫へ保存

・輸血製剤の回収にご協力を！

・廃棄・転用依頼書の記載を！

・輸血製剤の転用により、 2 ヶ月で 80

万円の損失を回避
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導入されません。

　また私たちは、輸血血液製剤の出庫時

に、レシピエントが白血球除去フィルタ

ーを使用すべき患者かどうかを把握でき

ません。

　これらの点を踏まえ解決策として、現

在は白血球除去フィルターを使用する可

能性のある輸血血液製剤には全てフィル

ターをつけて出庫し、使用の判断は各主

治医にお任せすることにしています。不

使用の場合には輸血血液製剤と共に回収

しますので、未使用のフィルターは各部

署の輸血血液製剤保管冷蔵庫に置いてお

いて頂くようお願いします。

輸血製剤の保存にご注意下さい。
輸血部から輸血製剤を出庫して使用ま

でに少し時間（数時間程度）がある場合

には、以下の通りとして下さい。

1.赤血球製剤

4℃保存（冷蔵保存）です。各病棟、部

門の指定冷蔵庫の中に入れておきましょ

う。誤って冷
．

凍
．

庫
．

に保存した場合には破

棄となります。

2.血小板製剤

室温保存（22℃程度が最適）で振盪し

ながら保存します。振盪しないと血小板

は凝集を起こすため、輸血してもその効

果が減少します。病棟、部門に振盪器が

ない場合には、輸血直前に輸血部から出

庫することをお勧めします。

また冷蔵、冷凍保存はできません。冷
．

凍
．

、
．

冷
．

蔵
．

庫
．

に保存した場合には、破棄と

なります。

3.ＦＦＰ

　－20℃以下の冷凍保存です。輸血部

から搬送する際にも専用の保冷バッグを

使用して下さい。破損しやすいので取り

扱いに充分注意して下さい。

溶解は 37℃のお湯を用います。高温の

お湯で溶解すると、蛋白変性が起こりま

すので、溶解温度は遵守して下さい。溶

解後は 3 時間以内に使用して下さい（輸

血部ニュース No.20 参照）。

もし溶解後使用までに時間がかかる事

態が生じた場合には、使用まで冷蔵庫で

保存して下さい（6 時間程度なら可能）。

また溶解した FFP を再凍結して使用する

ことはできません。溶解後使用しない FFP

は、破棄となりますのでご注意下さい。

《この記事に関する要約》

・白血球除去フィルターは薬品と同じ

管理必要

・特定の患者に特定のフィルターの使

用を！

・全輸血製剤の白血球除去は、医学的

見地から必要

・輸血製剤にはフィルターもつけて出

庫

・不使用フィルターは輸血部が回収

ご質問は　輸血部まで

内線 2942　または　2945


